南九州の葬制に関する研究 : 宮崎県国富町の原地下式横穴墓群第1次発掘調査報告(遺構編) by 竹中 正巳 & 大西 智和
南九州の葬制に関する研究
一宮崎県国富町前の原地下式横穴墓群第 1次発掘調査報告(遺構編)
Studies of the Burial Customs in Southern Kyushu 
A First Excavation Report with the Special Reference to the Archaeological 
Features of the Tombs of Maenohara Underground Corridor-style Burial 
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Dトレン ①10YR1 7/1 (黒色)を呈するシルト層で、粘性をやや帯びる。
1 cm大程度までの4層土のブロックをわずかに含む。
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①7.5YR2/2 (長黒褐色〉を呈するシルトj警で、粘性をやや帯びる。 5Cm大
程度までの4層土をブロックで含む。
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』面画画面回画面画面画面判
①10YR1. 7/1 (黒色)を呈するシル卜層で、粘性をやや帯びる。 1cm大
程度までの4層土のブロックをわずかに含む。表土層を埋め戻しに用
いたものと考えられる。羨門部付近はやや明るい色調を主呈する。
②10YR4/3 (にぷい賞褐色) ~10YR3/4 (楕褐色)を主主するシルト層。 4
唐土を埋め戻しに用いたものと考えられる。
国1 5号事竪坑埋土の断面図 (1/30)
写真23 5号墓竪坑埋土の断面
耳真24 5号墓竪坑および羨門部
を測る。ステップは確認されなかった。竪坑
は本来もう少し深かったものと思われるが、
4号墓の竪坑床面と比較すると約0.4m高いこ
とから、もともとステップが必要なほど深く
なかった可能性が高い。
表門
羨門の形状はトンネル形を呈する。閉塞は
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図12 5号墓埋葬施設実測図 (1/40)
板によるものと思われるが、板などの痕跡は
見いだせなかった。②層と同様の土が玄室内
にも多量に流入していたことから、板などの
閉塞が無かった可能性も指摘できる。
羨道
羨道は竪坑北壁のほぼ中央に掘り込まれて
いる。幅約0.5m、長さ0.2--0.3m程である。
4. 3 玄室
玄室の構造(写真25)
玄室は南南東に閉口する。天井の一部が崩
落し、竪坑内の土砂も流入して奥壁側の一部
を除く大部分は埋没していた。羨門から奥壁
にかけて床面のレベルはほぼ一定である。床
面には礁が敷かれており、一部羨門部にも続
く。玄室の平面プランは略三角形を呈する。
長さ約1.Om、最大部の幅約1.Omとかなり小
型である。天井の形状はドーム形に近い。高
さは崩落のため不明であるが、高いところで
は現状で約0.5m程度を測る。奥に向かつて低
くなり、奥壁付近ではO.lm程度になる。
写真25 5号墓玄室内部
写真26 5号墓副葬品出土状況
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の鹿児島女子短期大学南九州地域科学研究所研究所報第19号
る上で、(図l
骨は遺存していなかった。玄室
の大きさから考えると成人が埋葬されてい
とは者えにく L、。副葬品は酉壁側に鉄剣 1と
2が出土した(写真2 。
¥ 
13 5号墓遺物出土状況実現1]1盟(1/15)
5 おわりに
回の発掘調査では、容易に 4基の地下式
の竪坑を発見できた。これは、地下
レーダー探査のおかげである。
4-'i斗墓の竪坑からは、土師器の高杯や壷と
の高杯が合わせて 6点出土しており、
前の原地下式横穴墓群を営んだ人々の埋葬儀
礼を考える上で興味深い。また、 4号墓の玄
内からは、鉄刀、鉄鉱、刀子、鉄斧、砥
、 ラス 勾玉、水晶玉、管玉などが出
土している。遺存していた 2体のどちらに副
葬されたものか推定できており、被葬者の階
庁長などを
? 〕?
る。副葬品の特徴から 4号墓は 6
築造され、 6世紀後半まで借用さ
される。
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る目的で造ら
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される。
今回の調査区には、調査できなかったち@
ア号慕をはじめ、他にもレーダー探査の
ら未発掘の地下式横穴藁の存在が推定され
ている。 、
な
多数の
できるのでは
継続して、言Iiの
も、
0) 
を才子いた l¥o
紙数の関部上、今回の報告
としたものになった。できるだけ早い機会に
出土遺物の報告を行う予定である。 4. 5号
墓の築造年代や用いられた年代I隔についての
検討は、その際に詳細に行いたL、。
認す
調査にあたって、地主の)1越節雄氏とご
族の皆様には発掘の許可を頂くとともに、
様々な便宜をはかつてい きました。国富
町教育委員会社会教育課の新名祐史氏には
査の計画段階から調査期間中にわたり、たい
へ/'1お世話になりました。また、宮崎県教育
??? ?
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委員会文化課の東憲章氏には、現地における
地下レーダー探査の実施から解析に至るまで
多くのご協力を頂きました。
日高正晴(宮崎県考古学会会長入上村俊雄
(鹿児島国際大学教授入柳沢一 A男(宮崎大学
教育文化学部教授入本田道輝(鹿児島大学法
文学部助教授)、渡辺芳郎(鹿児島大学法文学
部助教授入中国聡(鹿児島国際大学国際文化
学部助教授)、中村直子(鹿児島大学埋蔵文化
財調査室助教授入橋本達也(鹿児島大学総合
研究博物館助教授)、新里貴之(鹿児島大学埋
蔵文化財調査室助手)、松林豊樹(宮崎県教育
庁文化課入和田理啓(宮崎県教育庁文化
課入有馬義人(新富町教育委員会入樋渡将
太郎(新富町教育委員会)、宮代栄一命(朝日新
聞社)、谷畑美帆(英国自然史博物館特別研究
員)の諸兄姉から、ご指導、ご教示、ご協力
をいただきました。記して感謝申し上げま
す。
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